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小
児
股
関
節
の
ペ
ル
テ
ス
病
の
提
唱
者
ペ
ル
テ
ス
（
の
①
○
個

Ｑ
ｇ
ョ
ｇ
の
勺
９
号
隅
）
は
一
八
六
九
年
一
月
一
七
日
ド
イ
ツ
・

ロ
房
の
①
匡
○
風
郊
外
の
昌
胃
の
に
生
ま
れ
、
ス
イ
ス
の
□
画
く
○
の
で

育
っ
た
。
即
四
宮
侭
大
学
、
国
①
ユ
ヨ
大
学
で
学
び
国
○
ロ
ロ
大
学

で
医
師
資
格
を
一
八
九
一
年
に
取
得
し
た
。
直
ち
に
同
大
学
の
外

科
学
教
授
甸
．
弓
制
①
且
①
一
①
号
匡
侭
（
屍
進
‐
乞
隠
）
の
助
手
と
な
る

が
、
師
の
転
出
に
従
い
Ｆ
ご
圃
侭
大
学
に
移
る
。
一
八
九
八
年
に

教
授
資
格
試
験
に
合
格
し
た
が
一
九
○
○
年
か
ら
一
九
○
一
年
に

わ
た
り
、
北
清
事
変
の
ド
イ
ツ
遠
征
軍
の
一
員
と
し
て
中
国
で
医

療
に
従
事
し
、
帰
国
後
一
九
○
三
年
に
助
教
授
と
な
る
。

一
九
一
○
年
に
両
ぐ
．
、
昌
口
の
（
屍
急
‐
届
岳
）
の
後
任
と
し
て

弓
号
旨
鴨
ご
大
学
の
外
科
主
任
教
授
と
な
り
、
こ
の
年
に
ペ
ル
テ

49

ド
イ
ツ
人
外
科
医
ペ
ル
テ
ス
（
一
八
六
九

’
一
九
二
七
）
の
小
伝
と
北
清
事
変
中
の

業
績

蒲
原
宏

ス
病
と
冠
名
さ
れ
る
若
年
性
変
形
性
関
節
症
（
ン
門
昏
風
房
号
‐

き
計
白
煙
扁
旨
ぐ
の
昌
尉
）
を
ド
イ
ツ
外
科
学
会
雑
誌
に
報
告
し
た
。

し
か
し
、
同
年
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
耳
目
局
斥
臘
（
勗
忌
‐
ご
＄
）

と
フ
ラ
ン
ス
の
菅
Ｂ
屋
①
の
９
－
乱
（
届
雪
‐
己
思
）
も
報
告
し
て
い

る
の
で
、
現
在
は
三
人
の
名
を
冠
し
た
病
名
と
な
っ
て
い
る
。
ペ

ル
テ
ス
は
手
の
外
科
の
専
門
分
野
で
も
栂
指
欠
損
に
第
二
足
趾
移

植
を
初
め
と
す
る
多
く
の
栂
指
形
成
手
術
の
先
駆
的
な
業
績
を
あ

げ
て
い
る
。
ま
た
扁
平
足
の
治
療
、
僧
帽
筋
麻
痒
に
対
す
る
新
術

式
の
開
拓
と
同
時
に
外
科
領
域
レ
ン
ト
ゲ
ン
学
の
確
立
と
戦
傷
外

科
及
び
口
腔
外
科
、
肺
外
科
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。
一
九
二
七

年
休
暇
の
ス
キ
ー
旅
行
で
ス
イ
ス
の
シ
３
の
画
に
滞
在
中
、
一
月

三
日
の
朝
寝
室
で
死
亡
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
後
任
に
は

巨
印
昌
口
固
勗
呂
口
閏
（
届
ろ
‐
己
ら
が
就
任
し
た
。
北
清
事
変

（
弓
馬
国
○
×
閏
宛
ｇ
①
罠
○
口
）
に
際
し
て
、
日
・
独
・
英
列
国
が

清
国
天
津
で
共
同
軍
事
行
動
を
開
始
し
た
の
が
一
九
○
○
年
六
月

一
○
日
、
北
京
陥
落
が
八
月
一
五
日
。
ペ
ル
テ
ス
は
ド
イ
ツ
第
六

極
東
野
戦
病
院
付
先
任
軍
医
中
尉
資
格
で
勤
務
し
た
。

北
京
で
の
診
療
は
一
九
○
○
年
十
二
月
か
ら
一
九
○
一
年
八
月

ま
で
で
、
そ
の
間
戦
傷
患
者
及
び
外
科
的
疾
患
の
診
療
体
験
を
ド
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二
’
二

生
口
で
あ
る
。

イ
ッ
外
科
学
会
雑
誌
ｅ
２
厨
呂
①
帰
岸
胃
言
澤
曽
崗
○
三
局
員
‐

唱
巴
六
三
巻
一
九
○
二
年
に
五
回
に
わ
た
り
「
北
京
か
ら
の

報
告
」
と
し
て
連
載
し
て
い
る
。
既
に
Ｘ
線
撮
影
装
置
も
携
行
さ

れ
貴
重
な
症
例
が
報
告
さ
れ
て
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
最
初
の
骨

Ｘ
線
撮
影
は
ペ
ル
テ
ス
が
行
っ
た
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
事
績
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
報
告
を
紹
介
す

ブ
（
》
Ｏ

第
一
報
告
「
銃
創
に
つ
い
て
」
（
七
五
’
一
○
二
頁
）

１
無
処
置
に
よ
る
創
傷
治
癒
、
２
骨
射
創
（
銃
創
骨
折
）
、

３
盲
管
銃
創
の
弾
丸
摘
出
、
４
神
経
銃
創
（
絹
糸
に
よ
る
断

端
縫
合
）
、
５
血
管
銃
創
、
６
腹
部
貫
通
銃
創

第
二
報
告
「
異
常
な
骨
成
長
を
う
な
が
し
た
左
手
に
発
生
し
た

軟
性
線
維
腫
の
一
症
例
（
一
○
三
’
三
○
頁
）
馬
具
冒
瞥
‐

四
宮
の
ｇ
病
の
三
十
歳
中
国
人
の
症
例
で
、
骨
の
Ｘ
線
像
も
含
め
て

の
報
告
。

第
三
報
告
「
腸
チ
フ
ス
に
合
併
し
た
肝
膿
瘍
に
つ
い
て
」
（
一

二
’
二
八
頁
）
四
症
例
の
手
術
的
治
療
経
験
に
つ
い
て
の
報

第
四
報
告
「
熱
帯
性
肝
膿
瘍
に
つ
い
て
」
（
二
九
’
一
三
一

頁
）
無
菌
性
の
急
性
肝
膿
瘍
の
三
症
例
の
手
術
治
療
に
つ
い
て

の
詳
細
な
報
告
で
あ
る
。
腸
チ
フ
ス
性
・
赤
痢
性
・
ア
メ
ー
バ
性

と
も
異
な
る
も
の
で
ド
イ
ツ
人
だ
け
に
発
生
し
た
症
例
で
あ
る
。

第
五
報
告
「
裂
手
・
足
」
（
一
三
二
’
一
四
八
頁
）
三
十
五
歳

中
国
人
（
北
京
在
住
）
の
四
肢
に
み
ら
れ
た
症
例
で
、
そ
の
Ｘ
線

撮
影
像
も
添
付
し
て
あ
る
。

ペ
ル
テ
ス
の
北
清
事
変
の
多
く
の
戦
傷
患
者
治
療
の
経
験
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
軍
陣
外
科
の
体
験
と
あ
い
ま
っ
て
手

指
の
再
建
手
術
に
新
し
い
発
想
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
技
術
を
開
発

し
て
い
っ
た
。

ま
た
北
京
に
お
け
る
戦
傷
に
よ
る
末
梢
神
経
損
傷
の
治
療
経
験

は
そ
の
後
の
末
梢
神
経
外
科
の
進
歩
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
、
四
肢
の
麻
痩
性
障
害
の
手
術
的
療
法
に
新
術
式
を
提

唱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
若
き
日
の
ペ
ル
テ
ス
の
東
洋
に
お
け
る

戦
傷
患
者
体
験
が
後
年
の
大
成
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
っ
た

と
考
え
、
そ
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
た
。

（
日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館
）


